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全住民アンケートより地域イベントを考える… 『協働』 他団体と協力 

役員の負担軽減と経費を削減して、楽しくため
．．
になるイベントに… 

このイベントは「安心」「安全」「成長」を主軸に、防災（防災食・防災グッズ・家の安全など）、防犯、交通安全、子育てなどに関する

様々な情報を、子どもから大人までが楽しく学び体験できる催しです。長野地域づくり協議会では、主催者に協力しイベントを共催する

ことで、例年の文化祭に代わり地域の方々が賑わいと交流を楽しみ、また参加する中で『自助』安心・安全の知識を得る機会になれ

ばと考え、協議会のスポーツ文化部を中心に実施します。 開催はまだまだ先、10/28、29 の土日ですが、８月中旬にカラーチラシを

全戸に配布しました。キャンプの参加申し込み

は開始しています。詳しくは８月に全戸配布

した同チラシをご覧ください。キャンプ参加の申

し込みはチラシの QR コードよりお願いします。 

地域の皆様、「ちょっとのぞいてみようかな」と、

軽い気持ちでご来場ください。 

地元南部中学生も、南部中吹奏楽部の演

奏で参加したり、ボランティアとして２日間イベ

ントに協力します。 

10/29 には長野恒例『お餅お菓子まき』を行

います！お楽しみに。 

 

 

 長野地区自治会 『コミュニティ助成事業費補助金』の交付を受け備品を購入しました 

今年度、長野地区は宝くじの社会貢献広報事業の一環「磐田市コミュニティ助成事業費補助金」の交

付先に決まりました。これを受け以下の物品を購入し、地域活動に役立てていくことにしました。 

●自走式草刈り機 ３台   ●簡易無線機 ４台   ●メガホン ２台 

現在、自走式草刈り機については、使用マニュアルや貸し出し方法などを統一するよう準備を進めています。 

簡易無線機やメガホンは地域のイベント時、また災害時に活用していきます。単位自治会の活動でも同様

に備品を活用してください。長野地区自治会（自治会長会）を通じて予約を受け付けたり貸し出すことに

なります。詳細については今後の役員会で話し合って決め、地区内で共有できるようにします。 

（これらの物品は長野交流センター旧グラウンドの地区自治会倉庫№４に収納します） 

 

 

長野地域づくり協議会だより 

長野交流センター 

Instagram  

長野地域づくり協議会 

事務局公式ライン 
（事務局）長野交流センター 

✉nagano-koryu@tiara.ocn.ne.jp   

Tel 32-5421／ Fax 32-8022 

※磐田市 HP にカラーで掲載しています 

HP上で検索または、上記 QR コードより 

 

  
 

 

日 曜日 主な行事 日 曜日 主な行事

9/1 金 青パトロール/文書配布日 浜小屋（緑語会）/みんなでラジオ体操

2 土 みんなでラジオ体操 　　　　　認知症フォーラムin南部（産業大学）

3 日 　　　　総合防災訓練/みんなでラジオ体操 17 日 みんなでラジオ体操

4 月 18 月 敬老の日

5 火 青パトロール 19 火

6 水 （協議会運営委員会） 20 水

7 木 21 木 秋の全国交通安全運動　街頭キャンペーン

8 金 青パトロール 22 金 青パトロール

9 土 秋分の日/みんなでラジオ体操

10 日 みんなでラジオ体操 (地域活動の課題解決に向けた講演会)

11 月 みんなでラジオ体操 24 日 みんなでラジオ体操

12 火 青パトロール 25 月

13 水 26 火 青パトロール/　はつらつ長野

14 木 27 水

15 金 青パトロール/文書配布日 28 木

29 金 青パトロール

はつらつ長野（毎月第４火曜日　10：00～） 30 土 みんなでラジオ体操

場所：長野交流センター体育館 10/1 日 みんなでラジオ体操

参加自由・参加無料　簡単な運動でフレイル予防！ 2 月

みんなでラジオ体操（毎週土日開催：参加自由） 3 火 青パトロール

6:30～ 長野交流センター 4 水 文書配布日/（協議会運営委員会）

6:30～ 草崎公会堂 5 木

7:30～ 前野お祭り広場 6 金 青パトロール

9/3（日）9：00～ 7 金

総合防災訓練（自治会連合会統一訓練実施日）

●９月のロビー展示は「ぬうふれんど」の作品展示です。

9/16（土）10：00～11：40（産業大学） 交流センターで活動するサークルです。

認知症フォーラムin南部　※無料 ご来館の際には、素敵な手芸作品をぜひご覧ください。

申し込み：南部地域包括支援センター℡0538-36-8900

土

23 土

（　）カッコは該当役員のみ　　●＝交流センター休館日

9/16

前回のたよりに詳しく

掲載しています

全戸 
配布 

NAGANO CALENDAR  

協議会×市民団体 

９月 

１０月 

長野地区の情報をタイムリーに発信しています。ぜひご利用ください。 



磐田市自治会連合会主催 『市長と市政について語る会』  

磐田支部南部地区（長野・天竜・於保）8/30開催しました 

自治会連合会は、生活に関する様々な意見を 

磐田市長・副市長・教育長へ伝えるとともに、 

安心安全なまちづくりに向け、行政と協力して取り組んでいます。 

磐田市自治会連合会主催で『市長と市政について語る会』が 8/30 より、磐田市内を９つの地域に分けて

開催されます。「長野」「天竜」「於保」の旧磐田市南部地区は、初日の 8/30ワークピア磐田を会場に 19時

から約２時間、自治会長や協議会役員が市政についての質問を市長に投げかけました。 

会場には地区長をはじめ自治会長や副自治会長、協議会の役員も出席し、代表となる質問者と市長のやり

取りを傾聴しました。（※写真は昨年度の会の様子です） 
 

長野地区からの意見・質問 

草刈りの住民負担の軽減を要望 

 長野地区は仿僧川・旧仿僧川が通る自然豊かな農地の多い地域であるため、河川・排水路や道路脇あらゆる所に雑草が生い茂り、その管理に

各自治会が苦慮している。 

 水路や道路の草刈りを各自治会で年数回実施しているが、市で管理する回数を加えても追い付かず、大雨の時に排水不良で越水する被害や、

通学路の見通しの悪さ、歩道の雑草で交通安全面にも影響が出ている。 

 長野地区で行った全住民アンケートの回答に、若い世代や高齢者世代で草刈り・堀ざらいなどの地域活動の負担軽減を願う意見が多数見受け

られた。若い世代は住みたくない理由の一つに挙げている。高齢者からは『高齢者福祉事業交付金』はいらないから、その分で草刈りを業者委託に

してほしいという意見もある。草刈りに出なかった世帯に出不足金を徴収する自治会もあり、草刈りや堀ざらいがなかば強制になっている実態である。 

ついては、管理を住民任せにせず、市や県が対策対応を行うように願う。公共の所有地の草刈り堀ざらいは業者委託も含め市で対応を。 

担当課同士が連携して予算と事業を見直すことで、市と市民と市内業者それぞれが持続可能な関係性を保つことができる。 

 住みたくなるような市内の環境改善と市民の安全安心のために、市の財源を何に使うか、より市民の望む、生活に密着した市政であってほしい。 

放置された農地・空地は行政で管理を 

市や県の管轄である所の草刈りは所轄で対応してほしいが、個人所有の土地についての市の対応を伺いたい。 

これまで管理されてきた個人所有の土地が放置され、管理の行き届かない農地または空地が多くなってきている。雑草が繁茂し、土地に接する側溝

には土砂や枯草が堆積する状態である。自治会や個人では所有者の割り出しができないので、管理できていない農地・空地は、行政が対応して所

有者と今後の管理方法を相談し改善していくように要望する。 

子どもたちの安全に関わる通学路の整備について市の意向を問う 

 「高木蛭池幹線高木大原線」の仿僧川にかかる宮東橋は、橋の幅が狭く歩道が確保されていない。特に朝の通学時間帯は交通量が多く、子ど

もたちは橋の欄干で車が途切れるのを待ち、急いで渡っている。将来拡幅計画のある道路ではあるが、早急に対応をお願いしたい。 

 また、同じく通学路の整備で、令和 3 年度に要望した「大原―堀之内幹線の草崎西洗居地区」について、「通学路緊急対策補助制度により出

来るかもしれない」と話を聞いているが、その後の状況を知りたい。 

 子どもたちが安全に通学できる環境を早急に作っていただきたい。その点、市長を含め、教育委員会や磐田市道路河川課はどう考えているか。 

「市街化調整区域の指定緩和」 「公園整備」 土地利用に関して市の考えを伺いたい 

１点は市街化調整区域の指定緩和について。市街化調整区域を調べると『市街化をむやみに進行させずに状況を確認しながら進めるべきと指定

されている区域』とのこと。 

 原則として建物を建てることができない市街化調整区域内は人口が減る一方で、少子化高齢化が顕著に表れ、自治会活動の継続にも影響が

でている。市街化調整区域内の不動産所有者は、土地の維持管理だけではなく納税や相続面で悩みを抱えている。また、長野地区にあっては大

型ショッピングセンターや、高齢者が気楽によれるような商店が無いことも、市街化調整区域である環境が影響していると思われる。 

市街化調整区域は制度化から 50 年以上が過ぎており、現在では就農者が減り、制度ができた当時と時代背景が変わってきているので、もう考え

直す時期にきているのではないかと思う。 

 ２点目は公園の整備について。南部地区には、予約なしでいつでも自由に使え、子どもがキャッチボールをしたり、フットサルができるぐらいの大きな

公園がない。特に南小学区は昨今の住宅増加により都市化していく中、子供から高齢者まで気軽に利用できる公園の整備が望まれる。 

 以上２点、市街化調整区域の指定緩和と、南部地区の公園整備について、市の考えをお聞かせ願いたい。 
 

この他、天竜地区、於保地区からは『小学校のスクールバス運行の提案』、『通学路の適正な管理について、歩道の確保と防犯カメラ

設置』、『於保農村婦人の家の設備向上について』、『自治会の再編について、市への要望の電子化について』など、質問や意見の発表があ

りました。今回、各自治会より意見や質問が出た中で、取り上げられなかった意見・要望については、紙面で直接市長に届けました。 

 

 

 

 

長野地区自治会 芝生グラウンド草刈り実施 緑語会 第６回平和大会 8/20開催 

8/26 8：00 から、地区自治会で交流センター芝生グラウンド周

辺の草刈りを実施しました。役員が刈払い機を持参して背丈の高

い草を刈り取ったり、今年度購入した自走式草刈り機で刈り取って

いきました。（※本紙裏面で紹介）地区で植栽した桜や紅葉の

木の周りの雑草が取り払われて、きれいになりました。 

緑十字機不時着を語り継ぐ会主催の『平和大会』が 8/20 に

開催されました。 

沖縄県国頭郡伊江村の皆様との交流会、78 年前に鮫島

で救援活動を行った方やそのご家族からのお話、元外務省国際

情報局長元外交官 孫崎亨氏の講演会などの催しの他、会場になった交流

センターには、いままでの緑語

会の活動記録や、緑十字機に

関する資料、また磐田市文化

財課より、実際に海から引き揚

げた緑十字機の機体の一部な

ども展示しました。大切な地域

の歴史と平和を後世に引き継

がなくてはなりません。 

 

 

 

磐田市南部地域包括支援センターよりお知らせ 

『南部認知症家族の交流会』を開催します 
 

介護をしている皆様、戸惑いやお困り事はありませんか？日々の介護では色々悩

み、不安や迷いがあると思います。皆にお話をしたり、皆のお話を聞いてみませんか？  

交流会には、すずかけヘルスケアホスピタルの看護師・作業療法士も参加します。看

護師からは「認知症の方への接し方のポイント」をお話いただき、作業療法士と一緒

にストレッチ体操も行います。お話や体操を通してお気持ちが軽くなり、リフレッシュの

機会になればと思います。ぜひお気軽にご参加ください。 

 

日程：10/20（金）時間：10：00～11：30 

場所：長野交流センター（第二会議室） 

事前申し込み不要、無料 

問い合わせ先：南部地域包括支援センター 

℡0538-36-8900 

 

秋の全国交通安全運動の 

実施について 

 磐田市自治会連合会では 9/21（木）

から 9/30（土）までの 10日間、秋の全国

交通安全運動を実施します。 

 運動初日広報・街頭指導の日として 9/21（木）の

朝、各地区で街頭指導を行います。長野地区では同日

7：15～7：45 までの間、長野郵便局前信号交差点で

安全部を中心に、協議会正副会長、交通安全委員、地

域安全推進員が参加して実施します。 

 

【交通安全運動の重点】 

(1) こどもと高齢者を始めとする歩行者の安全の確保 

(2) 夕暮れ時と夜間の交通事故防止及び飲酒運転等の根絶 

(3) 自転車等のヘルメット着用と交通ルール遵守の徹底 

 

中学生以上全住民アンケート 

結果からみた長野地区の課題を探る会議 

8/6（日）9：30～12：00 昨年度実施した『中学生以上全住

民アンケート』の結果を踏まえて、今後の地域づくりに反映させ、どう活か

していけるか、中学生・その親世代(PTA 役員経験者)・協議会役員、

他…中学生からシニアまで 25 名が集いグループワークで意見交換をし

ました。 

南部中から伊藤校長先生が様子を見に来られました。伊藤校長先

生からは前号でお知らせした、南部中学校の『地域部活』と地域との連

携について話がありました。 

アンケートから読み取る問題点や解決策など、様々な意見が出され

て、これからの実践活動に反映していくことになります。 

このような話し合いを継続的に行うべく、この会の名を『いいじゃん！

長野』に決めました。 

『いいじゃん！長野』 

と自他共に言える言われるよう、頑張ろう！ 

大規模災害にそなえ消防団 OBが

グループ LINE で繋がり、協力でき

る体制づくりが必要では… 

中学の地域部でインターネットを使い、

買い物支援の手助けをしたら… 

世代ごとに色々なアイデアが 

出ました。 


